2010年7月6日

《医療系/研究職》

職務経歴書

氏名　○○　○○
【経歴の概略】　※1
○○大学院修士課程において分子生物学を専攻し、主にがん細胞の発生（エピジェネティクスとDNAのメチル化について）の基礎研究を行ってきました。公立□□研究所に在籍してからは、造血管細胞・CD分子といった、免疫系に作用する化学物質の解析を中心に担当しております。

スターティングメンバーとして、研究企画立案時に向けての資料収集・研究環境を経験しており、年間○件以上の論文照会を行っています。実験技術については、DNA/RNA抽出・シークエンス、発現解析、細胞培養、遺伝子操作、ＰＣＲなど多岐にわたる。

※2

【経歴の詳細】

○○大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19XX年4月-200X年3月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	研究テーマ
	担当

	転写制御のモデリング

因子分析
	・クロマチンの構造変換解析

・DNA精製

	葉緑の DNAメチル化と遺伝子発現
	・共同研究の技術担当

・実験計画の作成・実験手法の開発

・特異発現の発生条件についての検討

・分子生物学雑誌への準備

・DB開発


公立□□研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（200X年4月-現在）

	研究テーマ
	担当

	可溶性蛋白の解析・免疫組織学的解析
	・DNAクローニング　　　　　　　　　　※3
・分子機能解析（RT-PCR）

	VEGF発現の制御

機構分析
	・受容体（アロマターゼ）の変化検索　

・創傷治癒時のVEGF発現の詳細検討


習得手技　　※4
植物細胞培養（○○法）、結合たんぱく質の精製、電気泳動、ＤＮＡ抽出、酵母遺伝子シークエンス、DB開発、HPLC(□□法)、PCR（△△法）

取扱機器
SANYOMCV-B131F、T OMYMX-150、Z EISSAIS2、O LYMPUSCK40、3 100GeneticAnalyzer、７７００ＨＴ..D etectionSystem,Multimek96/386,MilliporMiliQJr,MarubishiMDL500,Akta 

Explorer,KURABOPI-100S,bio-craftMJ-300E,TAITEC BR-160LF,AppliedBiosystems 

GeneAmpPCR9700,VentanaJapanVentanaNX,ThermoShandonCytospin4,LeicaSM2000R

【自己ＰＲ】　　※5
・現在のプロジェクトは主任研究員（51歳）.先任研究員（38歳）.先任研究員.☆（私のポジション）.協力研究員（28歳）.研修生(26歳).業務委託スタッフ（25歳）

・プロジェクトリーダーである主任から直接指導をうけ、遺伝子学・免疫組織学的アプローチを得意としています。

・実験の効率性改善、機器のメンテナンス、後輩の指導の経験があります。

・大学時代から、所属していた研究室が積極的に他大学との交流や、産学協同研究を勧めていたこともあり、多くの方と研究をしてきました。新しい環境には早く順応できると思います。

※1　冒頭にキャリアの概略をつけ、分りやすい職務経歴書にしましょう。

※2　専門家だけが分れば良いというレジュメ(職務経歴書)の書き方は損です。現場担当者へ届く前に人事で保留になってしまい、選考期間が不必要に長くなることがあります。

※3　使用機器経験や習得手技はテクニカルサポート職に応募する場合に必須。研究職の場合でも、「分野は違うがこの機器を使えるなら」と面接になることもあります。

※4　使用機器・習得手技は漏れなく詳細に。どんな実験をやっていたのかは、選考の重要なポイントです。

※5　研究や企画、計画から携わってきたのか、それとも主に技術的な面をみてきたのか、人員構成のポジション、スタッフの年齢まで書くとよりイメージがつきやすくなります。

